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3■日本視聴覚教育協会が文部科学省委託事業により普及啓発DVD
「放課後、大好き！─放課後子どもプランの実践─」を作成

■「第24回学習ソフトウェアコンクール」作品募集
■「第24回教育情報化政策セミナー」開催

■「第19回兵庫県丹波篠山ビデオ大賞」入賞作品発表
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協会情報
■日本視聴覚教育協会が文部科
学省委託事業により普及啓発
DVD「放課後、大好き！─放課
後子どもプランの実践─」を作成
　日本視聴覚教育協会では、平
成19年度文部科学省委託事業
「総合的な放課後対策推進のた
めの調査研究」により普及啓発
DVD「放課後、大好き！─放
課後子どもプランの実践─」を
作成、年度内に全国の各都道府
県教育委員会、市町村教育委員
会へ配布する。現在すでに事業
を実施している地域や今後実施
を予定している地域の参考にな
るよう作成したもの。
　平成19年度よりスタートし
た「放課後子どもプラン」。地
域社会の中で、放課後や週末等
に子どもたちが安全で安心して、
健やかに育まれるよう、文部科
学省の「放課後子ども教室推進

事業」と厚生労働省の「放課後
児童健全育成事業」を一体的あ
るいは連携して実施するもの。
　このDVDでは、全国各地で
地域の実情に応じてさまざまな
形で行われている実践事例を紹
介し、その運営方法や意義･重
要性を紹介している。

コンクール情報
■「第24回学習ソフトウェアコ
ンクール」作品募集
　（財）学習ソフトウェア情報研
究センターでは、小学校、中学
校、高等学校、盲学校、聾学校、
および養護学校等の授業で活用
するために教師等が自ら作成し
たソフトウェアやデジタルコン
テンツを対象に、標記コンクー
ルを実施する。
〈対象作品〉
Ａ．先生等が作成したもの
先生等が、児童生徒の学習のた
めに作成した次のような形態、

またはこれらを複合するソフト
ウェアやコンテンツ（ソフトウ
ェア、ホームページ、素材集、
DVDビデオ）。
Ｂ．児童生徒が作成したもの
先生の指導のもと、児童生徒が
学習活動で作成した上記形態の
ソフトウェアやコンテンツ。
〈応募資格〉
①団体：学校、教育委員会、教
育センター、その他教育機関、
研究グループ等。先生の指導の
もとにあるクラス等の児童生徒。
②個人：学校の先生、教育委員
会、教育センターの教育関係専
門職、その他教育経験者等。
〈賞〉
文部科学大臣奨励賞（団体賞、
個人賞、各賞金10万円と副賞）、
学情研賞、日本児童教育振興財
団賞、奨励賞他。
〈応募期限〉
平成20年５月９日（金）。
応募要領（http://www.gakujoken.
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or.jp/）に基づき作品提出する。
〈問い合わせ先〉
（財）学習情報ソフトウェア情報
研究センターコンクール係
TEL 03-5919-3401

研究会情報
■「第24回教育情報化政策セミ
ナー」開催
　（社）日本教育工学振興会では
「世界の状況の中で、日本にお
ける教育の情報化の進むべき方
向と行政課題を考える」をテー
マに、省庁連携によるパネルデ
ィスカッションを開催する。
〈日時〉
平成20年３月21日（金）13：00
～17：00（受付12：45）
〈会場〉
虎ノ門パストラルホテル（東京
都港区虎ノ門4-1-1）
〈対象〉
教職員・教育委員会等、一般。
〈内容〉

○基調講演「新学習指導要領と
情報教育について」大槻達也氏
（国立教育政策研究所教育課程
研究センター長）○パネルディ
スカッション・パネリスト（予
定）安藤慶明氏（文部科学省初
等中等教育局参事官）、松川憲
行氏（総務省情報通信政策局情
報通信利用促進課長）、八尋俊
英氏（経済産業省商務情報政策
局情報処理振興課長）
〈参加費〉
教職員・教育委員会等3,000円、
一般7,000円。参加には、受講
票が必要となる。受講票の発行
は、こちらから（http://www.japet.
or.jp/index.cfm/4,1679,58,html）。
〈問い合わせ先〉
（社）日本教育工学振興会
TEL 03-5575-5365

各地の情報
■「第19回兵庫県丹波篠山ビデ
オ大賞」入賞作品発表

　ビデオ大賞実行委員会篠山市、
篠山市教育委員会主催による標
記コンテストは、アマチュアビ
デオコンテストとして、19回
を数える。本年は下記のような
受賞が決定した。
〈グランプリ部門〉
○ビデオ大賞「私という作品─
アートの山から─」○兵庫県知
事賞「ふるさとの野鳥と共に」
○篠山市長賞「吾家の門」他。
なお、入賞作品はhttp://edu.city.
sasayama.hyogo.jp/video/
index.htmlにて、視聴できる。
〈問い合わせ先〉
丹波篠山ビデオ大賞実行委員会
事務局
TEL 079-590-1301

訃報
　日本学校視聴覚教育連盟会
長・日本視聴覚教育協会理事天
野和雄氏は、２月15日ご逝去
された。享年59歳。

協会情報

　本誌昨年10月号のニュース
クリップ＆映像教材「トピック
ス」にて、文部科学省委託平成
19年度先導的教育情報化推進
プログラム「デジタル指導案を
用いたICT機器の活用に資する
調査研究」事業についてお伝え
した。
　本事業の調査研究委員会委員
と、ご協力をいただいた学視連
傘下の調査研究協力校10校と
が一堂に会した第２回調査研究
協力校会が、去る２月９日に開
催された。

文部科学省委託「先導的教育
情報化推進プログラム」事業
第２回調査研究協力校会開催

て、忌憚のない意見をいただい
た。
　調査研究委員会および事務局
では、アンケート調査結果と本
会で得られた貴重な意見を反映
した、本年度事業報告書を年度
末の３月に文科省に提出する。
また、これらを基礎とした来年
度事業の方向性を策定していく
予定である。
〈問い合わせ〉
（財）日本視聴覚教育協会
電話 03-3591-2186
E-mail sendop@javea.or.jp

　当日は事業の経過報告として、
事務局より①「ICT機器の活用
効果に関する調査」、②「ICT機
器操作支援簡易型コントローラ
評価」、③「デジタル指導案の作
成およびデータベース構築」の
３点について行い、今回のアン
ケート調査から見えた傾向につ
いて報告を行った。
　また、調査研究協力校の中か
ら代表３校（宮城県栗原市立大
岡小学校、東京都港区立高輪台
小学校、愛知県岡崎市立羽根小
学校）より、各校の取り組みや
今回導入されたICT機器と簡易
型コントローラを用いた授業実
践の実践報告を発表いただいた
のち、グループに分かれ、調査
研究委員と調査研究協力校によ
る意見交換・情報共有を行った。
その中では、本事業を行うこと
で見えてきた成果や課題につい


